
 
（１）調査結果概況 

    

 児童数 平均正答数 平均正答率（％） 中央値 

自 校 
 
 

     ／ １４   

宮城県（公立）  １７，０５３ ９．１ ／ １４ ６５  ９．０ 

全国（公立） ９３６，１３７ ９．４ ／ １４ ６７ １０．０ 

 

（２）正答数分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）と正答数ごとの層分布（全国四分位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ★「箱ひげ図」による層分布（縦軸：正答数） 

   

 自校 宮城県（公立） 全国（公立） 

第 3四分位          問 １１．０問 １２．０問 

第 2四分位          問 ９．０問 １０．０問 

第 1四分位          問 ７．０問 ７．０問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 宮城県 

（公立） 

全国 

（公立） 

1２～1４問 ２４．４ ２７．７ 

1０～1１問 ２４．６ ２６．０ 

７～９問 ３０．７ ２８．５ 

０～６問 ２０．３ １７．８ 

 小学校国語科の調査結果 

※全国の学力層（四分位）と同じ区切りで宮城県の学力層（四分位）を比較 

※自校の学力層（四分位）を算出し、全国・宮城県と比較 

以下のリンクをタップし、「Excelファイル」をダウンロ

ードして自校の四分位を入力すると、箱ひげ図に表し

て全国、宮城県と比較できます。ぜひご活用ください。 

（箱ひげ図作成 Excel ファイル） 
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0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問

児童数

宮城県
（公立）

宮城県
（公立）

全国
（公立）

１４問 779 4.6 5.4

１３問 1,472 8.6 9.9

１２問 1,906 11.2 12.4

１１問 2,079 12.2 13.3

１０問 2,119 12.4 12.7

９問 2,031 11.9 11.3

８問 1,772 10.4 9.6

７問 1,439 8.4 7.6

６問 1,092 6.4 5.8

５問 858 5.0 4.3

４問 609 3.6 3.0

３問 459 2.7 2.1

２問 255 1.5 1.3

１問 128 0.8 0.7

０問 55 0.3 0.6

正答数

正答数集計値

割合(％)
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（単位：％） 

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1FCSuSHTOTvx5sm-XG8sg1YtdQOBg7KEG/edit?usp=sharing&ouid=114483164774369343591&rtpof=true&sd=true


（３）領域別の平均正答率 

領域 問題数 

正答率（％） 

自校 
宮城県 

（公立） 

全国 

（公立） 

知識及び

技能 

（１）言葉の特徴や使い方 ２ 
 

７１．７ ７６．９ 

（２）情報の扱い方 １ 
 

５９．３ ６３．１ 

（３）我が国の伝統文化 １ 
 

８０．５ ８１．２ 

思考力、

判断力、

表現力等 

A 話すこと・聞くこと ３ 
 

６５．７ ６６．３ 

B 書くこと ３ 
 

６７．２ ６９．５ 

C 読むこと ４ 
 

５６．５ ５７．５ 

 

（４）問題別調査結果 

① 成果の見られる問題（◇）と課題の見られる問題（◆） 

 問題番号 

形式 領域 出題の趣旨 
正答率（％）【全国との差】 

県 自校 

◇ 
３一 

選択式 

⑶言語

文化 

時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いに

気付くことができるかどうかをみる 

８０．５ 

【-０．７P】 

 

【       】 

◇ 
３二（１） 

短答式 
C読む 

時間的な順序や事柄の順序などを考えながら、内容の大

体を捉えることができるかどうかをみる 

８１．３ 

【-０．３P】 

 

【       】 

◆ 
２三 

記述式 
B書く 

目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするなど、

自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができ

るかどうかをみる 

５７．３ 

【-４．０P】 

 

【       】 

◆ 
２四イ 

短答式 

⑴言葉

の特徴 

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく

使うことができるかどうかをみる 

64.2 

【-７．９P】 

 

【       】 

◆ 
３二（２） 

選択式 
C読む 

事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に押さえ、文章全体

の構成を捉えて要旨を把握することができるかどうかを 

４８．７ 

【-２．６P】 

 

【       】 

◆ 
３三（１） 

選択式 
C読む 

みる目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要

な情報を見付けることができるかどうかをみる 

４０．６ 

【-０．２P】 

 

【       】 

② 無解答率のかい離が大きい問題（［ ］：問題番号と形式、（  ）：領域、《   》：無解答率、【  】：全国との差） 

・［３三（２）］（C読む）《１８．５％》【２．３P】 

目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることができるかどうかをみる 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

＜宮城県の傾向（小学校国語）＞ 

○正答数の分布は、全国と比較すると、やや上位層が少なく下位層が多くなっています。 

箱ひげ図から、中央値がやや低く、全体的に下方に分布していることが分かります。 

○「時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気付く」「時間的な順序や

事柄の順序などを考えながら、内容の大体を捉える」は、比較的良好でした。 

○「目的や意図に応じて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する」、「文章全

体の構成を捉えて要旨を把握する」、「目的に応じて、文章と図表を結び付けるなどし

て必要な情報を見付ける」等に課題が見られました。 

学力・学習状況調査結果（国立教育政策研究所HP） 



 

 
（１）調査結果概況 

    

 生徒数 平均正答数 平均正答率（％） 中央値 

自 校 
 
 

     ／ １４   

宮城県（公立）  １６，１４８ ７．５ ／ １４ ５４ ８．０ 

全国（公立） ８７０，５６０ ７．６ ／ １４ ５４ ８．０ 

 

（２）正答数分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）と正答数ごとの層分布（全国四分位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ★「箱ひげ図」による層分布（縦軸：正答数） 

   

 自校 宮城県（公立） 全国（公立） 

第 3四分位          問 ９．０問 １０．０問 

第 2四分位          問 ８．０問 ８．０問 

第 1四分位          問 ６．０問 ６．０問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 宮城県 

（公立） 

全国 

（公立） 

10～1４問 ２４．７ ２５．８ 

８～９問 ２７．１ ２７．５ 

６～７問 ２５．６ ２４．２ 

０～５問 ２２．６ ２２．５ 

※全国の学力層（四分位）と同じ区切りで宮城県の学力層（四分位）を比較 

※自校の学力層（四分位）を算出し、全国・宮城県と比較 

以下のリンクをタップし、「Excelファイル」をダウンロ

ードして自校の四分位を入力すると、箱ひげ図に表し

て全国、宮城県と比較できます。ぜひご活用ください。 
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0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問

生徒数

宮城県
（公立）

宮城県
（公立）

全国
（公立）

１４問 72 0.4 0.4

１３問 284 1.8 1.9

１２問 689 4.3 4.5

１１問 1,261 7.8 7.9

１０問 1,683 10.4 11.1

９問 2,106 13.0 13.4

８問 2,280 14.1 14.1

７問 2,214 13.7 13.1

６問 1,914 11.9 11.1

５問 1,406 8.7 8.5

４問 1,022 6.3 6.1

３問 642 4.0 4.0

２問 367 2.3 2.4

１問 154 1.0 1.1

０問 54 0.3 0.4

正答数

正答数集計値

割合(％)

△
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中学校国語科の調査結果 

（箱ひげ図作成 Excel ファイル） 
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（単位：％） 

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1FCSuSHTOTvx5sm-XG8sg1YtdQOBg7KEG/edit?usp=sharing&ouid=114483164774369343591&rtpof=true&sd=true


（３）領域別の平均正答率 

領域 問題数 

正答率（％） 

自校 
宮城県 

（公立） 

全国 

（公立） 

知識及び

技能 

（１）言葉の特徴や使い方 ２ 
 

５０．４ ４８．１ 

（２）情報の扱い方 ０ 
 

  

（３）我が国の伝統文化 ０ 
 

  

思考力、

判断力、

表現力等 

A 話すこと・聞くこと ４ 
 

５３．３ ５３．２ 

B 書くこと ５ 
 

５１．０ ５２．８ 

C 読むこと ３ 
 

６１．６ ６２．３ 

 

（４）問題別調査結果 

① 成果の見られる問題（◇）と課題の見られる問題（◆） 

 問題番号 

・形式 領域 出題の趣旨 
正答率（％）【全国との差】 

県 自校 

◇ 
１二 

選択式 
B書く 

目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確

にすることができるかどうかをみる 

８３．１ 

【＋０．６P】 

 

【         】 

◇ 
３二 

短答式 
C読む 

文章全体と部分との関係に注意しながら、登場人物の設

定の仕方を捉えることができるかどうかをみる 

８９．５ 

【-０．４P】 

 

【         】 

◆ 
１四 

記述式 
B書く 

自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして

書くことができるかどうかをみる 

27．５ 

【-３．５P】 

 

【         】 

◆ 
２四 

記述式 

Ａ話す 

・聞く 

資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように

表現を工夫することができるかどうかをみる 

２２．９ 

【-０．３P】 

 

【         】 

◆ 
３四 

記述式 
C読む 

文章の構成や展開について、根拠を明確にして考えることがで

きるかどうかをみる 

１６．６ 

【-０．５P】 

 

【         】 

◆ 
４一 

短答式 
B書く 

読み手の立場に立って、表記を確かめて、文章を整えるこ

とができるかどうかをみる 

５１．６ 

【-５．７P】 

 

【         】 

② 無解答率のかい離が大きい問題（［ ］：問題番号と形式、（  ）：領域、《   》：無解答率、【  】：全国との差） 

・ ［３四記述式］（C読む）《３０．８％》【２．７P】 ※ 出題の趣旨は上記参照 

・ ［４一短答式］（B書 く）《３８．０％》【４．５P】 ※ 出題の趣旨は上記参照 

・ ［４二記述式］（B書 くこと）《２０．７％》【１．６P】 

読み手の立場に立って、語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を整えることができるかどうかをみる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜宮城県の傾向（中学校国語）＞ 

○正答数の分布は全国と同程度になっています。層分布の比較からは、上位層がやや少

ないことが分かります。 

○「目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にする」「文章全体と部分と

の関係に注意しながら、登場人物の設定の仕方を捉える」は、比較的良好でした。 

○「資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫する」「文

章の構成や展開について、根拠を明確にして考える」等に課題が見られました。 

○「短答式」「記述式」の正答率が全国平均正答率をやや下回り、特に無解答率が高い

ことに課題が見られました。 

学力・学習状況調査結果（国立教育政策研究所HP） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

小学校 

国語 

（読むこと） 

課題から迫る授業改善・教材研究 

 

 

解答類型 自校 宮城県 全国 

１ ％  5.4％  5.2％ 

２ ％ 35.1％ 33.9％ 

３ 

正答 
％ 40.6％ 40.8％ 

４ ％ 16.2％ 16.4％ 

無解答 ％  2.5％  3.4％ 

 

結果・誤答分析 
 

授業アイディア例（国立教育政策研究所） 

「複数の資料を読み、分かったことや考えたこ

とをまとめる（言葉の変化）」（第５・６学年） 

＜宮城県の児童の課題＞ 

目的に応じて、文章と図表を結び付けるなどして必要

な情報を見付ける 

 

課題が見られた調査問題 C読むこと  

ウ【精査・解釈】 

３
三 

木
村
さ
ん
は
、
言
葉
の
変
化
に
つ
い
て
田
中
さ
ん
と
話

し
合
い
な
が
ら
、【
資
料
１
】
を
読
み
返
し
て
い
ま
す
。
次

の
【
話
し
合
い
の
様
子
】
を
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
（
１
）

と
（
２
）
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。 

  

ぼ
く
が
読
ん
だ
二
つ
の
資
料
（
【
資
料
２
】
、
【
資
料

３
】）
に
は
、
言
葉
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
書
か
れ
て

い
た
よ
。【
資
料
１
】
に
「
言
葉
の
正
誤
を
軽
々
し
く
決

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
る
よ
。 

木村さん 

私
は
、
こ
の
資
料
（【
資
料
４
】）
を
見
つ
け
た
よ
。
こ

れ
を
見
る
と
、
世
代
に
よ
っ
て
、「
雨
模
様
」
の
意
味
の

と
ら
え
方
に
ち
が
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
で
し
ょ
。 

田中さん 

本
当
だ
。
三
十
代
か
ら
六
十
代
は
本
来
の
意
味
と
は
ち

が
う
「
小
雨
が
降
っ
た
り
や
ん
だ
り
し
て
い
る
様
子
」
と

と
ら
え
て
い
る
人
の
割
合
が
高
い
ね
。 

木村さん 

こ
ん
な
ふ
う
に
、
人
に
よ
っ
て
言
葉
の
意
味
の
と
ら

え
方
が
ち
が
う
と
、
伝
え
合
う
と
き
に
困
る
と
思
う
よ
。

だ
か
ら
、【
資
料
１
】
に
「 

 

Ａ 
 

」
と
書
か
れ
て
い

る
と
お
り
だ
と
思
う
よ
。 

田中さん 

言
葉
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が

あ
る
ん
だ
ね
。
も
う
一
度
【
資
料
１
】
を
読
み
返
し
て
、

言
葉
の
変
化
に
つ
い
て
自
分
が
一
番
な
っ
と
く
し
た
こ

と
を
ま
と
め
よ
う
。 

木村さん 

（
１
）【
話
し
合
い
の
様
子
】
の 

 

Ａ  

に
当
て
は
ま

る
内
容
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
１
か

ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を

書
き
ま
し
ょ
う
。 

１
【
資
料
１
】
の

 

部
① 

（「
こ
の
本
を
読
む
と
お
気
づ
き
に
な
る
と
思
い
ま
す
」） 

 

２
【
資
料
１
】
の

 

部
② 

（「
本
来
の
意
味
」「
本
来
と
は
違
う
使
い
方
」
と
い
っ
た

言
い
方
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。） 

 

３
【
資
料
１
】
の

 

部
③ 

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
食
い
違
い
を
放
置
し
て
お

く
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。） 

 

４
【
資
料
１
】
の

 

部
④ 

（「
言
葉
は
生
き
て
い
る
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
。） 

  

田中さんが【資料４】を読んで考えた「人によって言葉

の意味のとらえ方がちがうと、伝え合うときに困ると思う」

という考えと、【資料１】に「コミュニケーションの食い違

いを放置しておくわけにもいきません」と書かれているこ

とを結び付けて捉えることができなかった児童が多く見ら

れました。誤答２を選択した児童の中には「人によって言

葉の意味のとらえ方がちがう」ことを【資料１】の「本来

の意味」「本来とは違う使い方」の部分と結び付けて捉える

児童がいたようです。誤答４を選択した児童の中には「人

によって言葉の意味のとらえ方がちがう」ことを「言葉の

変化」と捉えて、「言葉は生きている」ことと関係があると

考える児童がいたようです。また、【話し合いの様子】の流

れ自体を捉えることができなかった児童も多くいたと考え

られます。 

以上のことから、【話し合いの様子】で示されている内容

やつながりを把握する力、目的に応じて複数の資料から必

要な情報を見付け、それらを適切に結び付けて解釈する力

等に課題が見られると考えられます。 

「読むこと」の領域で授業を行う際、「読む目的」によって「どのように読むのか」が変わってくるため、単元の指導前に、

学習指導要領で単元の指導事項を確認し、育成すべき力を明確にすることが大切です。 

次に「この教材をどのように読んでいけば、その力が身に付くのか」を考えて単元を構想し、授業づくりに取り組みます。

この調査問題は、「目的に応じて、文章と図表を結び付けるなどして必要な情報を見付ける」という指導事項が身に付いてい

るかどうかをみるために設定されています。この指導事項が重点となっている単元では、授業の中で「読む目的」（例：～に

ついて考えるため）を明確にして、文章と図表などの関係を捉えて読んだり、文章中に用いられている図表などが、文章の

どの部分と結び付くのかを明らかにして読んだりする、といった読み方（「どのように読むのか」）をすることができるよう

指導することが大切です。その際、図表からも必要な情報を見付けたり、見付けた情報を言葉に表したりすることが求めら

れます。 

（
令
和
七
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査 

小
学
校
国
語
大
問
３
三
（
１
）） 

【
話
し
合
い
の
様
子
】 

  

授業改善の視点 

※
紙
面
の
都
合
上
、
問
題
に
関
す
る
表
記
を
一
部
改
変
し
て
い
る
。 

https://www.nier.go.jp/25chousakekkahoukoku/report/data/25plang_idea_03.pdf
https://www.nier.go.jp/25chousakekkahoukoku/report/data/25plang_idea_03.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

次
の
文
章
は
、
島
崎

し
ま
ざ
き

藤
村

と
う
そ
ん

が
書
い
た
「
二
人
の
兄
弟
」
と

い
う
物
語
で
す
。
こ
の
物
語
は
、「
一 

榎え
の

木き

の
実
」、「
二 

釣つ
り

の
話
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い

に
答
え
な
さ
い
。 

 

中学校 

国語 

（読むこと） 

課題から迫る授業改善・教材研究 

 

解答類型 自校 宮城県 全国 

１ 

正答 
％ 16.6％ 17.1％ 

２ ％  0.1％  0.1％ 

３ ％ 32.4％ 34.2％ 

９９ ％ 20.1％ 20.5％ 

無解答 ％ 30.8％ 28.1％ 

 

本問題の無解答率は、宮城県 30.8％（全国 28.1％）と非常に高くなりました。 

授業では、生徒が次のようなことに取り組む機会を意図的に取り入れましょう。 

・正解が１つではないことについて、自分の考えを持つ。 

・考える際は、自分なりの意味付けをする。 

・自分の考えの根拠を本文に求める。 

・書くことで、自分の読みを確かめる。 

 生徒の発言や書いた内容については、妥当性や真偽について是非を問うことが大切です。この場面で、 

生徒同士で検討したり討論したりする場面を作ると、授業が活性化し「読む」力が付きます。 

生徒の「おや？それでいいのかな？」という知的好奇心を満たす機会を作りましょう。 

また、 ［知識・技能］として、典型的な表現効果を整理しておくことは重要です。例えば、ＩＣＴを活用

し、クラス全員の知識を集約・共有することができます。この知識の可視化とデータベース化により、生徒

は学習内容を時間や場所を選ばず、いつでも参照できるようになります。 

。 

 

結果・誤答分析 
 

正答の条件は次の３つの条件を満たして解答することです。 

① どのような効果があるかを書いている。 

② ①のように考えた理由を、「     の部分のような『あと

に続く話』が、『一 榎木の実』にはあるが、『二 釣の話』には

ない」という展開を踏まえて書いている。 

③ ②について、物語の内容を適切に取り上げて書いている。 

 

解答類型３（条件①、③を満たし、条件②を満たさないで解答

しているもの）の反応率が、宮城県 32.4％（全国 34.2%）と高い

値を示しています。他の小問の正答率とあわせて考えると、文章

の内容理解や、そこから得られる教訓、あるいは個別の表現がも

たらす効果については考えられていますが、構成や展開について

根拠を明確にして考えることにつまずいていることが分かりま

す。 

無解答率が 30％を超えていることからも、二つの文章を読み

比べた上で、それぞれを構造的に捉える学習や、構成や展開が全

体としてどのような「効果」を生み出しているのかを考える学習

の質の向上が求められます。 

授業改善の視点 

 

課題が見られた調査問題 C読むこと ウ【精査・解釈】 
 

二
人
の
兄
弟 

 
 

島
崎
藤
村 

 

一 

榎
木
の
実 

 

〈
本
文
〉 

   
〈
あ
と
に
続
く
話
〉 

 

二 

釣
の
話 

 

〈
本
文
〉 

四 
 

 
 

 
 

で
囲
ま
れ
た
部
分
に
は
、
兄
弟
が

目
的
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
場
面
の
あ
と
に
続
く
話

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
あ
と
に
続
く
話
は
、「
一 

榎
木

の
実
」
に
は
あ
り
ま
す
が
、「
二 

釣
の
話
」
に
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
展
開
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は

「
二
人
の
兄
弟
」
と
い
う
物
語
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

効
果
が
あ
る
と
考
え
ま
す
か
。
あ
な
た
の
考
え
と
そ
の

理
由
を
具
体
的
に
書
き
な
さ
い
。
理
由
を
書
く
際
に

は
、
物
語
の
内
容
を
取
り
上
げ
て
書
き
な
さ
い
。 

＜宮城県の生徒の課題＞ 

文章の構成や展開について、根拠を明確にして考える 

（
令
和
七
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査 

 

中
学
校
国
語 

大
問
３
四
） 
授業アイディア例（国立教育政策研究所） 

「文学的な文章を読む（二人の兄弟）」（第１学年） 

（ICT活用例）生徒が、表現の効果を

付箋アプリに投稿したイメージ 

https://www.nier.go.jp/25chousakekkahoukoku/report/data/25mlang_idea_03.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      課題から迫る授業改善・教材研究 

国語の授業づくりは【指導事項】の確認から 
～資質・能力を育成する授業づくり（小中共通）～ 

小学校 

中学校 

国語 

（読むこと） 

教材を読む（特に重点指導事項と照らし合わせて） 

・児童生徒の読みを予想する（疑問を持つ部分、つまずく部分等）。 

・重点指導事項を踏まえ、教材の扱い方（切り口）を検討する。 

 →同じ教材でも重点指導事項によって単元計画が異なる。 

Step 

３ 

Step 

４ 

「単元目標」と「言語活動」を設定する 

・目標は単元内で指導（評価も）可能な数に絞って設定する。 

・指導事項や児童生徒の発達、学習の状況に応じた言語活動を設定する。 

Step 

1 

単元の「指導事項（育成する資質・能力）」を確認する 
・自校で作成した年間指導計画等を基に、単元で取り上げる指導事項を確認する。 

・「学習指導要領解説国語編」で、重点とする指導事項の解説を読む。 

→この Step以降でも必要に応じて指導事項に立ち返ると、授業の方向性が確かになる。 

Step 

５ 

「評価規準」を設定する 

・目標と対応させて単元の「評価規準」を設定する。 

・「主体的に学習に取り組む態度」は、「粘り強い取組を行おうとする」「自らの学習

を調整しようとする」２つの側面を評価することに留意する。 

参考：R5宮城県検証改善委員会報告書（P31～33） 

Step 

２ 

学習の系統と児童生徒の実態を押さえる 

・同領域の既習単元でどのような資質・能力を身に付けたのか、この単元での学びが今

後どの単元の学習につながるのかを確認する。 

・指導事項についての児童生徒の実態を押さえる。 

→具体的な指導・支援の手立てが見えてくる。 

・課題として残ったことを押さえる。 

単元計画（各時間の「学習過程」と評価の計画）を設定する 
・単元の学習を通して、資質・能力を育成できるように学習活動を設定する。 

・評価の場面（学習活動）、評価の方法、評価規準を設定する。 

・評価規準について、実際の学習活動を踏まえ「おおむね満足できる状況」（B）」「努

力を要する」状況（C）への手立てを想定する。 

Step 

６ 

https://www.pref.miyagi.jp/documents/6871/r5kensyoukaizenhoukokusyo.pdf


【
単
元
計
画
例
】 

 

の場合 

 

【
単
元
計
画
例
】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結論 本論 序論 

 

                      課題から迫る授業改善・教材研究 

国語の授業づくりは【指導事項】の確認から 
～資質・能力を育成する授業づくり（小中共通）～ 

小学校 

中学校 

国語 

（読むこと） 

「
指
導
事
項
」
が
異
な
れ
ば
、
教
材
の
着
目
す
る
ポ
イ
ン
ト
・
単
元
計
画
が
変
わ
り
ま
す
！ 

考
え
・

内
容
の

中
心 

１ 

文
章
を
序
論
・
本
論
・
結
論

に
分
け
る
。 

 

２ 

文
章
全
体
の
構
成
を
考
え

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
落
や
ま
と

ま
り
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

書
か
れ
て
い
る
か
、
整
理
す

る
。 

 

３ 

序
論
と
結
論
部
分
に
着
目

し
て
、
筆
者
の
考
え
や
内
容
の

中
心
を
捉
え
る
。 

 

４ 

本
論
部
分
か
ら
、
事
例
と

筆
者
の
考
え
と
の
関
係
を
捉

え
る
。 

・
事
例
を
通
し
て
、
何
を
主

張
し
て
い
る
か
。 

・
事
例
を
取
り
上
げ
る
ね
ら

い
は
何
か
。 

 ５ 

筆
者
の
考
え
と
事
例
の
関

係
に
注
意
し
な
が
ら
、
要
旨
を

ま
と
め
る
（
〇
字
以
内
に
整
理

し
て
書
く
）
。 

 

６ 

筆
者
の
考
え
に
対
す
る
自

分
の
考
え
を
持
ち
、
伝
え
合

う
。 

事
例
や 

理
由 

考
え
・

内
容
の

中
心 

★事実（事例）と意見（筆者の考え）の関係を押さえること、文章全体の構成を捉えて要旨を

把握することが単元の重点指導事項であるため「３」「４」の活動に重点を置いて指導する。 

【単元の重点指導事項】Ｃ（１）ア「事実と感想、意見などとの関係を

叙述を基に押さえ、文章全体の構成を捉えて要旨を把握すること」 

１ 

文
章
を
序
論
・
本
論
・
結
論
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
確

か
め
る
。 

 

２ 

文
章
の
要
旨
を
ま
と
め
る
。 

 

３ 

文
章
と
関
連
す
る
資
料
の
内

容
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い

る
の
か
を
考
え
る
。 

・
文
章
と
関
連
す
る
資
料
の
内

容
の
共
通
点
を
見
付
け
る
。 

・
関
連
す
る
資
料
の
内
容
が
、

文
章
の
ど
の
部
分
を
詳
し
く

説
明
し
て
い
る
の
か
を
考
え

る
。 

・
文
章
と
関
連
す
る
資
料
の
内

容
の
相
違
点
を
見
付
け
る
。 

 

４ 

筆
者
の
考
え
に
つ
い
て
、
自

分
の
考
え
を
ま
と
め
る
。 

・
関
連
す
る
資
料
を
読
む
こ
と

で
自
分
の
考
え
が
ど
う
広
が

っ
た
か
。 

・
文
章
と
関
連
す
る
資
料
の
ど

の
部
分
に
注
目
し
て
考
え
た

か
。 

 

５ 

書
い
た
も
の
を
読
み
合
っ
て

感
想
を
伝
え
合
う
。 

関連する資料 
・・・・・・・・ 
・・・・ 
・・・・・・・・ 
・・・・・・ 

主
と
な
る
文
章 

 

・
・
・
・
・

・ ・
・
・
・
・

・
・
・ 

・
・
・
・
・

・ ・
・
・
・
・

・ ・
・
・
・
・

・ 

★目的に応じて複数の情報を重ね合わせて読み、自分の考えを広げたり深めたりする

ことが単元の重点指導事項であるため「３」「４」の活動に重点を置いて指導する。 

【単元の重点指導事項】Ｃ（１）ウ「目的に応じて、文章と図表などを結び付

けるなどして必要な情報を見付けたり、論の進め方について考えたりすること」 

 

の場合 

指
導
事
項
が
異
な
る
と…

 


